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1【巻頭言】
【巻頭言】
「社会福祉学とは何か」を問う意味
秋元美世 
 
最近、あらためて「社会福祉学とは何か」ということを考えてみる必要があるのではないか
と思うようになってきた。１つには、こう言うと少し意外に聞こえるかも知れないが、社会福
祉がメジャーな存在になってきたことに関係している。かつては、社会福祉の問題というと、
まさに社会福祉学としてくくられるような領域で論じられるのが常であった。つまりそうした
問題を学問的に扱うのが社会福祉学だということが、説明するまでもなく当然のこととして了
解されてきたというところがあった。しかし今や、福祉の問題というのは多様な学問領域が対
象とするメジャーな存在となってきている。たとえば高齢者の介護問題や生活保護の問題など
が、経済学や法律学などの主要なテーマとして位置づけられ、取り扱われることが普通になさ
れるようになってきた。さらに、建築学のような領域でも、障害者の生活環境がその主要なテー
マの１つと意識されるようにもなってきている。このように今や、福祉の問題というのは必ず
しも社会福祉学固有の問題とは考えられなくなってきており、福祉の問題を扱うから社会福祉
学であるという単純な捉え方は通用しなくなっているのである。また他方で、社会福祉学が細
分化されてきていることもある。近年では、社会福祉学会に加えて、地域福祉、高齢者、児童、
障害者といった、研究対象となる分野に応じて存在している学会に加入していることが多くなっ
てきた。そうした中で、学会への帰属意識も、社会福祉学会よりもそれぞれの専門分野の学会
の方が強くなっていっている様子も見受けられるのである。
気になるのは、上記で取り上げたような状況がさらに広がっていくならば、社会福祉学の学
問としての存在感や必要性というのが、ますます薄く小さくなっていくように思われることで
ある。つまり、社会福祉の問題が経済学などの他の学問領域で取り扱われるのが一般的なこと
になっていくならば、社会福祉学が対象とするのは、そうした流れから落ちこぼれた残余的な
問題ということになり、学問としての積極的な意味での独自性が薄まってしまうかも知れない。
他方、社会福祉の個別分野の研究がさらに進んでいくならば、福祉の問題を社会福祉学という
一般的な枠組みで論じることの必要性が乏しいものとなっていくかもしれない。いずれにせよ、
学問としての社会福祉学の存在意義に疑問符がつくような傾向が見受けられるのである。
もともと社会福祉が対象とする問題というのは、残余的な性格が強いものだったのであり、
社会福祉学の意義を残余主義的に規定するのは不思議なことではない、という理解も可能かも
知れない。また、そうした性格を踏まえるならば、社会福祉学一般としての展開を考えるので
はなく、地域福祉学、障害学、介護学などといった個別領域毎での学問的展開を考えていった
方がむしろ発展性が期待できるという理解も可能かも知れない。だが、私には、それでよいよ
うにはどうしても思えないのである。残余的なものとしてではない、社会福祉学の積極的な位
置づけをすることによって見えてくる事柄というのがきっとあるはずであるし、また、福祉問
題の基礎に総体としての人の生活があるとするならば、人と生活環境の関係をトータルに捉え
る社会福祉学の視点ではじめて見えてくるものというものもあるはずだからである。
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東洋大学社会福祉学会活動報告
【2016（平成28）年度】
7月31日（日）第12回大会開催（於：東洋大学白山キャ
ンパス8号館7階125記念ホール）
プログラムは下記の通りであった。
大会テーマ『女性のキャリアと社会保障 ―東洋大学男
女共学100周年―』
総合司会：加山弾 会員（社会学部社会福祉学科准教授）
10：20
開会あいさつ（秋元美世学会長）
10：30 ～ 12：00 大学院生・修了生研究報告
中尾文香氏（福祉社会デザイン研究科ヒューマンデザイ
ン専攻博士後期課程）
　 「就労継続支援B型事業所における障害者のための
QWL（Quality of Working Life）の構造：所長を対象
としたインタビュー調査の結果から」
小俣智子氏（福祉社会デザイン研究科社会福祉学専攻博
士後期課程）
　 「小児がん患者に対する支援の現状とソーシャルワー
クの必要性」
討論：
趙美貞氏（韓国 釜山福祉開発院研究員）
孫彰良氏（台湾 朝陽科技大学助理教授） 
李栖瑛氏（韓国 ソウルサイバー大学助教授）
13：00 ～ 13：30 年次総会
13：30 ～ 14：30 基調講演
　 「オハイオ州における福祉給付を受けていた女性の雇
用に関する考察：就業アクセスと近隣地域の状況に焦
点をあてて」
講師：金石柱氏（大邱大学校社会科学大学社会福祉学科
助教）
14：40 ～ 17：00 シンポジウム
　「女性のキャリアと社会保障」
 話題提供：
   伊奈川秀和 会員（社会学部社会福祉学科教授）
   榊原圭子 会員（社会学部社会福祉学科講師）
 指定討論：
   田谷幸子 会員（帝京平成大学現代ライフ学部講師）
    樋口和子 会員（認定こども園おりーぶの森園長、
清和大学短期大学部非常勤講師）
 コメンテーター：
   森田明美 会員（社会学部社会福祉学科教授）
 コーディネーター：
   藪長千乃 会員（国際地域学部国際地域学科教授）
17：00 閉会式
17：30 ～ 19：00 懇親会
●総会報告事項
１．会員数について：193名（2016年7月29日現在）
２．2015年度の会計・事業報告がなされた。
 （ア）会計報告：2015年度会計の決算が報告された。
 （イ） 事業報告：ニュースレターの発行（第23号 
2015年6月、 第24号 2015年7月、 第25号、2015
年11月発行）、東洋大学社会福祉学会11回大会開
催（2015年8月2日）、機関誌『東洋大学社会福祉
研究』第8号発刊（2015年8月）が報告された。
●総会審議事項
１．2016年度の事業計画案と予算案が審議され、承認さ
れた。
２．〔会則：第10条〕に基づいて、下記の役員改選が行
われた。
役員：顧問： 坂口順治先生 ・ 天野マキ先生 ・ 古川孝順
先生
会長   ：稲沢公一 （本学教授・社会福祉学専攻主任）
     ⇒秋元美世 （本学教授・社会福祉学専攻主任）
事務局長 ：志村健一（本学教授）
会計監事 ：熊田博喜（武蔵野大学教授）
理事（研究大会担当）：
      藪長千乃（本学教授）
理事（機関誌担当）：
      荻野剛史（本学准教授）
理事（財務担当）：
      林大介（本学助教）
理事（学会ニュース担当）：
      門美由紀（本学助教）
理事（同窓会担当）：
      宇留野光子（社会福祉法人芳香会理事長）
⇒退任
理事（同窓会担当）：
      後藤広史（日本大学准教授）
理事（同窓会担当）：
      相馬大祐（福井県立大学講師）
理事（HP担当）：
      小櫃俊介（本学大学院博士後期課程3年）
（事務局長 志村健一）
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東洋大学社会福祉学会会則・「東洋大学社会福祉研究」投稿規程・執筆要領
東洋大学社会福祉学会／会　則
第１章　総　則
(名称)
第１条 本会は東洋大学社会福祉学会と称する。
（事務局）
第２条 本会の事務局は、東洋大学白山キャンパスに置
く。（東京都文京区白山5−28−20）
第２章　目　的
（目的）
第３条 本会は、社会福祉に関する学術研究と実践活動
の成果の発表、及び会員相互の交流を目的とする。
（事業）
第４条 本会は、その目的を達成するために次の事業を
行う。
1．機関誌・通信の発行
2．年次学術研究大会、研究会、講演会などの開催
3．その他、理事会が適当と認めた事業
第３章　会　員
（会員）
第５条 本会は、次の会員をもって組織する。
1．通常会員
東洋大学教員、東洋大学に勤務された教員（専任・
非常勤）
東洋大学の在籍生、卒業生
東洋大学大学院の在籍生、修了生
本会の目的に賛同する者
（入退会の手続き）
第６条 入会を希望する者は、所定の会費を添え、申込
書を本会事務局に提出する。また、退会を希望する者は、
本会事務局に通告して退会するものとする。
（会費）
第７条 会員は年会費（5,000円、学部在学生は2,500円）
を納めなければならない。
年会費の額は総会で決定する。既納の会費は返済しない。
（会員の権利）
第８条 会費を納入した会員は、以下の権利を有する。
1．通信物等の受理
2．機関誌の受理（無料）
3．機関誌への投稿
4．研究会・講演会など各種の会合への参加
5．前項4.における研究成果等の発表
二．会費を3年以上滞納した者は、理事会の議を経て、
その者の会員の権利を剥奪することができる。
第４章　機　関
（役員）
第９条 会の事業を遂行するために次の役員を置く。
1．会長1名、事務局長1名、理事若干名、顧問若干名
2．会計監事2名
（役員の選出）
第10条
1．会長：理事の中から互選する。
2．事務局長：顧問及び会長が、会務の執行にかかわる
事務責任者として事務局長を選出し、総会の議を経て委
嘱する。
3．理事：総会において会員の中から互選する。
・研究大会担当・機関誌担当・財務担当・同窓会担当
なお、必要に応じてその他の理事を、総会において互選
することができる。
4．顧問：本会発展に貢献のあった者の中から、理事会
の議を経て選出する。
5．会計監事：総会において会員の中から互選する。
（役員の任期）
第11条 役員の任期は2年とする。
但し、再任を妨げない。補欠の役員の任期は、前任者の
残任期間とする。
（理事会）
第12条 理事会は、会長、事務局長、理事によって組織
される。
二．理事会は、理事の過半数の出席をもって成立し、議
事は出席理事の過半数をもって決する。
（総会）
第13条 会長は、毎年1回会員の通常総会を招集しなけ
ればならない。会長が必要と認めるとき又は会員の3分
の1以上の請求があるときは、臨時総会を開く。なお、
総会の議事は、出席会員の過半数をもって決する。
第5章　会　計
（経費）
第14条 本会の経費は、会費、寄付金その他の収入を
もってあてる。
（予算及び決算）  
第15条 本会の予算及び決算は、理事会の議決を経て、
総会の承認を得てこれを決定する。
（会計年度）
第16条 本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、3月
31日に終わるものとする。
第6章　規約の変更及び解散
（会則の改正）
第17条 本会会則を変更し、又は本会を解散するには、
会員の3分の1以上又は理事の過半数の提案により、総会
出席会員の3分の2以上の同意を得なくてはならない｡
付　則
1．本会会則は、2005年11月27日から施行する。
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「東洋大学社会福祉研究」投稿規程
（2008年６月30日制定）
１．投稿資格
 投稿者は、原則として東洋大学社会福祉学会会員とす
る。ただし、以下の場合には、編集委員会の判断によっ
て投稿を受理できる。
１）編集委員会において特別に依頼する場合。
２．原稿の種類
１）原稿の種類は、論文、研究ノート、翻訳、資料とする。
２）論文は、他に未発表のものに限る。投稿論文と内容
が重複・類似した既存発表論文または他誌に投稿中の論
文がある場合は、投稿者は、必ず当該論文のコピーを添
付することとする。編集委員会で受理の諾否を決定する。
３）翻訳・目録・資料で単独の原稿をなすものには、解
題・解説を付けることが必要である。
３．原稿の枚数
１）原稿は、原則として、400字詰め原稿用紙換算30枚
（12000字、図表を含む)以内とする。
４．原稿の採否
１）原稿の採否、ならびに論文の修正の指示は、選定さ
れたレフェリーの査読結果に基づき、編集委員会が決定
する。
５．投稿形式
１）投稿は、電子媒体（フロッピ ・ーディスク等）で行い、
プリントアウトしたハードコピーを添付する。
６．要旨・キーワード
１）原則として、400字程度の要旨と、5個以内のキーワー
ドをつける。
７．執筆要領・執筆要領
１）紀要編集委員会においてその内容を検討し決定する。
８．自由投稿論文の原稿は、掲載の可否にかかわらず返
却しない。
「東洋大学社会福祉研究」執筆要領
（2008年６月30日制定）
１．要旨
１）要旨は、できあがり１頁以内とする。
２）５以内のキーワードをつける。
２．ワープロ入力上の注意
１）原稿は、ワープロ作成によるものを原則として（A4
版、横書き）1ページ全角40字×40行で印字する（空白
部分は、上記分量に含まない）。ただし、英数字は原則
として半角とする。
２）拡大文字･特殊文字･文字飾り･罫線･制御記号なども、
プリントアウトした原稿で指示する。
３）改行以外の個所は、続けて入力すること。
３．図表
１）図表は本文中に入力せず、本文の後ろに入力するか、
あるいは別のファイルに保存する。図表の挿入位置はプ
リントアウトした原稿に指示する。
２）図表は、Ａ4版で、例えば、1/4ページの場合、400字、
1/2ページの場合、800字として換算する。
３）図表には、通し番号（図表1、図表2）でタイトルを
つける。その場合、１図表ごとに別紙（別ファイル）に
作成し、本文中に挿入箇所を指定する。図表が、出版物
からの引用の場合は、出典を明記し、必要に応じて、著
作権者の許可を得なくてはならない。
４．注
１）本文中の該当箇所に、右肩上付きで、1)、2)、3)、... 
と順に示し、注自体は本文の後に一括して記載する。
５．参考文献
１）注の後に一括して記載する（著者名のアルファベッ
ト順）。文献挙示の方法については、「社会福祉学」投稿
規程に準ずるものとする。
６．校正
１）著者構成は初稿のみとし、誤字、誤植、脱字の訂正
以外は、原則として認めない。
本年度も、皆様のご協力のもと『東洋大学 社会福祉研究』をお届けできることになりました。お礼申し上げます。
近年は「多様性」が重視されています。本誌もより広い多様性を持つべく、より多くの方からの論文投稿をお待ちして
おります。（T.O.）
『東洋大学社会福祉研究』編集委員
◆ 編集後記 ◆
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